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****************************************************************************

　　　　　　　　　　　　　　　　　【 四国地方整備局　企画部長　野崎　智文 】

　四国地方整備局企画部長の野崎です。
　西日本を中心に大きな被害を出した平成３０年７月豪雨から約１か月半が経過し、
応急対応の段階から、復旧・復興の段階に移りつつあります。今日は、四国地方整備
局の平成３０年７月豪雨への対応状況等について紹介させていただきたいと存じます。

　今般豪雨よって、西日本を中心とした各地で甚大な被害が発生しました。大雨特別
警報が、運用以来最多となる全国１１府県、四国でも愛媛県と高知県に発令され、両
県を中心に四国全域において浸水、土砂災害により多くの被害が発生しました。
　浸水被害としては、西予市野村町、大洲市菅田地区、同東大洲地区等において大規
模な浸水が生じ、土砂災害も宇和島市吉田町で集中的に発生したのをはじめ、高知・
徳島両県で多数発生しました。
　幹線道路の被害としては、高知自動車道の大豊町立川における大規模崩落のために
橋梁上部工が流失、宇和島市の国道５６号においては、複数の法面崩落等によって通
行止めが生じたところです。

　この災害に対して、四国地方整備局では、被災した所管施設の応急対策にあたる一
方で、豪雨が警戒された段階で、管内２県１６市町村にリエゾンを派遣、それぞれの
自治体の状況や支援要請などの伝達にあたりました。
　また、排水ポンプ車について、直轄管理河川に配備するとともに、市町へもTEC-FO
RCEの一環として派遣しました。
　被害発生後には、TEC-FORCE隊員による被災状況調査を開始しました。今回の
大規模な被災に対して、関東・中部・近畿・九州の各地方整備局と北海道開発局、
沖縄総合事務局から支援班が順次到着し、最大で１日１９１名、のべ３千人・日を超
える隊員が、被災状況の調査や応急対策等にあたりました。被災状況調査では、被災
後迅速に隊員が現地に入り、砂防・河川・道路に関する被災現場の特定と被災状況の
調査・記録を行い、その後の災害復旧を支える資料を自治体に提供したところです。
　また、応急対策では、ポンプ車や照明車といった災害対策機械のほか、被災後の道
路・側溝の清掃、断水に対する生活用水の支援のため、路面清掃車、側溝清掃車、散
水車なども多数派遣しました。

　現在、特に被害が甚大であった大洲・西予・宇和島の３市において、円滑な復旧・
復興を支援するべく、大洲を拠点に「南予被災地支援チーム」が活動しております。

　一方で、被災地においては、地域の建設業の方々が、県等との協定に基づく障害物
の除去等にあたられたほか、自治体との協定に基づく土砂撤去などの活動を行い、危
機的状況にある地域を支えられたことも忘れることはできません。
　地方整備局としては、今後災害復旧において所要の体制が確保できるよう、迅速な
契約手続きを含む入札契約の面でのガイドライン等をお知らせさせていただいている
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ところです。

　今般の災害では、多くの観測点で期間雨量が従来の最大観測値を越えるレベルの豪
雨であったことから、大きな被害を生じました。
　近年の豪雨の傾向に鑑みると、今まで被害がなかったという経験が通用しないレベ
ルの災害は今後とも発生の頻度を増すと考えられます。
　被災地の一日も早い復旧・復興に加え、強靭な地域・国土を支える社会基盤の整備、
それを担い災害時に地域を守り通す建設業界の存続・発展など、平時・非常時を通じ
て重要な事項を推進してまいりたいと存じます。

****************************************************************************

目次

○四国地方整備局管内技術・業務研究発表会を開催します
○四国八十八景　第二期が決定されました
○命の道「四国８の字ネットワーク」進捗中
○一般国道１１号　大内白鳥バイパス（東かがわ市西村～松崎）開通

****************************************************************************

四国地方整備局管内技術・業務研究発表会を開催します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　企画部　企画課　】

　四国地方整備局では、四国の社会資本整備に係る課題等の調査・研究成果を発表し、
意見交換することで技術力の向上や行政への反映を行うことを目的として、「平成
３０年度四国地方整備局管内技術・業務研究発表会」を１０月２日、３日に開催しま
す。
　（例年、研究発表会は７月に開催しておりましたが、平成３０年７月豪雨災害の発
生に伴い、開催を延期させていただいていたものです。）
　優秀な研究発表は、国土交通本省で開催される国土技術研究会へ推薦する予定です。
研究発表会は、一般公開で行いますので、ご参加いただければ幸いです。
　
　詳細は四国地方整備局のホームページにも掲載しています。皆様ぜひご来場下さい。

　http://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/kenkyu/

　１．日 時：１０月２日（火）　８：５５～１７：１０
　　　　　　 １０月３日（水）　８：５５～１６：４０

　２．場 所：高松サンポート合同庁舎 第１会場：アイホール
　　　　　　　　　　　　　　　　　  第２会場：南館１０１大会議室

****************************************************************************

四国八十八景　第二期が決定されました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　企画部　広域計画課　】
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　四国らしさの感じられる素晴らしい景観を「四国八十八景」として選定し、四国来
訪者の増加と地域活性化の実現を図ることを目的とした「四国八十八景プロジェクト
」が、第一期選定（平成２９年３月）に引き続き、このたび第二期『６６箇所』が選
定されました。第一期の２２箇所と合わせて「四国八十八景」が全て選定されました！
　今後は選定地の関係者らで作る推進組織を立ち上げ、「四国八十八景」のさらなる
魅力の向上を図りながら、２０２０年の東京五輪に向けて国内外の観光客らに情報を
発信し、四国への誘客を図っていきます。
　「四国八十八景プロジェクト」の特徴は、風景を眺める場所を含めて総合的に八十
八景を選定しているところにあります。これによって、迷うことなく八十八景を楽し
むことが出来ます。
　また、単に景色だけではなく、イベント情報も発信しており、おまけの楽しみを味
わうことが出来ます。
　四国八十八景については、引き続きプロモートして参ります。四国八十八景プロジ
ェクトとイベント情報については四国地整ホームページにも掲載していますので、是
非ご覧ください。

　http://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/88-kei/index.html

****************************************************************************

命の道「四国８の字ネットワーク」進捗中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　土佐国道事務所　】

　土佐国道事務所では、地域交流と地域連携を支援し、命の道となる「四国８の字ネ
ットワーク」の早期形成に向け、高知東部自動車道、阿南安芸自動車道の整備及び計
画段階評価を進めているところです。
　このうち、高知東部自動車道高知南国道路は、高知県の玄関である高知自動車道高
知IC・高知新港・高知龍馬空港を結び、物流の効率化など日常の生活を支えるほか、
大規模災害発生時にも啓開活動や緊急物資輸送を支援する道路で、未開通区間である
高知JCT～高知南IC間（延長６．２km）の２０２０年度開通に向けて重点的に整備を
進めています。
　現在の整備状況としては、開通までのポイントとなる五台山トンネル工事（Ｌ＝７
００ｍ）に着手し、また、今年度中には未開通区間の連続高架橋下部工が全て発注済
みとなる予定です。
　また、当事務所では、高速道路の利便性向上にも取り組んでおり、今年４月には、
高知自動車道の無料区間について、ガソリンスタンド案内の試行を中村河川国道事務
所・高知県土木部と連携して開始しました。この取組は、四国では初めての取組であ
り、高知自動車道は上り向きで約６６ｋｍ、下り向きでは約１２６ｋｍの区間で本線
給油施設が無いことから、ガス欠車削減と道路利用者サービス向上を目的に、高知自
動車道の本線や出口に案内看板を設置しています。
　今後も土佐国道事務所では、地域の発展や安心・安全な暮らしを支えるため、職員
一同取り組んでまいります。 

****************************************************************************

一般国道１１号　大内白鳥バイパス（東かがわ市西村～松崎）開通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　香川河川国道事務所　】

　香川河川国道事務所が平成１２年度から整備を進めてきた「一般国道大内白鳥バイ
パス」のうち、東かがわ市西村～東かがわ市松崎間、延長１．２ｋｍが平成２６年度
に引き続き暫定２車線で完成し、平成３０年７月１６日（月）の午後４時に開通しま
した。
　当日は、午前１０時より東かがわ市交流プラザにおいて、香川県、東かがわ市の主
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催で開通式典を執り行い、国会議員、香川県知事、東かがわ市長など、約１００名の
方々にご出席いただきました。
　式典では、主催者である香川県知事、東かがわ市長からの挨拶の後、来賓の方々よ
り祝辞があり、事業経過報告や祝電披露が行われました。
　開通式典の後、現地に移動して行われた開通セレモニーは大川中学校音楽部の皆様
の演奏ではじまり、大内小学校の児童も参加した「テープカット」、開通記念パレー
ドが行われました。式典終了後は、東かがわ市主催の「餅投げ、ウォーキングスタン
プラリー」も行われ、地元を挙げて、開通を応援していただいたことを実感していま
す。
　今回の開通により、バイパスへの交通転換による現国道１１号の渋滞緩和・事故減
少等が期待されるとともに、生活道路を抜け道と利用する車両の減少により、小中学
生の通学時の安全性の向上も期待されます。
　この事業は、東讃地方の交通のダブルネットワーク化にも寄与し、豪雨災害などの
際にも役立つものと考えられます。

　香川河川国道事務所では、早期の全線開通に向けて、事業を進めてまいります。

****************************************************************************

あとがき

　平成３０年７月豪雨でお亡くなりになられた方々の、ご冥福をお祈りするとともに、
被害にあわれた方、避難生活を送っていらっしゃる皆様にお見舞い申し上げます。
　また、７月号を休刊させていただきましたこと、お詫び申し上げます。
　一度は休止のご連絡を差し上げましたが、８月号を配信させていただきました。
ご覧いただきましたこと、御礼申し上げます。

****************************************************************************

　四国地方整備局ＨＰ　

　　http://www.skr.mlit.go.jp/

　四国地方整備局Facebook

    https://www.facebook.com/shikokuchisei/

****************************************************************************

　

　自治体担当者様におかれましては、首長ご本人への転送とあわせて、職員の方への
周知もお願いいたします。

　「いきいき四国通信」に関するご意見、配信中止・配信先変更のご希望等がありま
したら、下記メールアドレスまでお寄せ下さい。

　　国土交通省　四国地方整備局　企画部　「いきいき四国通信」事務局 

　　mailto:skr-seibikyoku@mlit.go.jp

****************************************************************************
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